
群馬工業高等専門学校　2009 年度シラバス　8800320006AP/20090503

( 科目コード：8800320006AP)

【改訂】第 1 版（2009-03-24）
【科目】生産システム工学実験
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・1 年次
【担当教員】

平社 信人
谷中 勝
荒川 達也
木村 真也
五十嵐 睦夫

【授業目標・教育方針】
・実験課題に対する基礎知識や、実験の意味が正しく理解されていること。
・正しい実験手法を身につけ、その意味が理解されていること。
・実験データを正しく解析し、得られた結果に対して合理的な解釈が与えられること。
・機械・電気・電子・情報の各分野の実験を通して、そこでの考え方・アプローチの違いや特徴が正しく認識されて
いること。
・報告書作成様式の基本を理解し、課題に応じた、効果的かつ効率的な実験報告書の作成ができること。

【授業概要】
5 ～ 6 名を単位とした班編成で、週 1 回、3 週間で 1 テーマの実験を各担当教官の指導の下で実施する。実験テーマと
担当教官は以下の様になっている。
「流体過渡現象の表計算法による解析」 …岡田敬夫
「低温で動作する FET アンプの製作」　…平井　宏
「GUI を活用した DSP ソフトウェアの開発」　…谷中　勝
「プログラマブル・ロジック・デバイスによるデジタル・システムの設計と試作」…木村真也
「核磁気共鳴の原理と実習」　…五十嵐睦夫
実験は原則として、各担当教員の研究室で行う。実験は , １）実験内容の理解、２）実験の実施、３）報告書の作成、
から成る。１）では実験そのものの理解に留まらず、その基礎となる背景も含め、各自が文献などで学習することが
必要である。十分な理解をもって実験に臨んでほしい。２）では担当教官の指導の下で、正しい実験手法を理解した
後、実験を行い、得られた結果の解析を行う。３）では、構成、文章表現などに留意し報告書を作成する。報告書の
提出期限は厳守すること。尚、必要に応じて担当教官による報告書作成の指導を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
各担当教官による実験指導書

【成績評価方法】
［後期］レポート：100%，その他：実験は、実際に参加して自ら行うことが大前提である。その下で以下の評価基準
を設ける。ただし、実験テーマによって、各評価の割合が若干異なることがある。　評価項目：実験内容の理解度・
実験の取り組み方、課題の達成度、報告書の内容・構成・文章表現・提出期限

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力
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【授業計画】（授業名：生産システム工学実験）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 班 ○ PID 制御法による１軸倒立振
子実験 ( 担当教員：平社 信人）

制御工学において、代表手法である PID 制御について
実験的に学習する。DC モータ
を用いたサーボシステムと 1 軸倒立振子機構を使用
し、制御システムの定式化、PID 各
ゲイン設定、静特性、ステップ応答、周波数応答実験
を実施する。これらの実験結果
より伝達関数モデルを作成し、システム制御設計、安
定解析を行う。また、振子の把
持位置を変化させた場合の安定解析を行い、制御実験
結果と比較し考察を行う。

レポート

2 班 ○ＧＵＩを活用したＤＳＰソフ
トウェアの開発（担当教員：谷
中　勝）

まず、標本化定理や量子化雑音等のディジタル信号処
理（DSP）の基本に関する計算機シミュレーション実
験を行う。つぎに、FIR フィルタで低域通過フィルタ
を設計し、計算機上でシミュレーションしてその性能
を評価する。その際、オペレーティングシステム Mac
OS X に組み込まれている開発環境、インターフェー
スビルダ (interface builder) を利用して、GUI アプリ
ケーションを開発するプログラミング実習も行い、
ユーザにも開発者にも使いやすい GUI 環境についての
理解も深める。

レポート

3 班 ○暗号理論の基礎（担当教員：
荒川　達也）

現代的な暗号技術の基礎を学ぶ。暗号理論の基本事項
を解説した後、暗
号通信および暗号文攻撃（ハッキング）の模擬実習を
行う。現代暗号に
おいて重要な「公開鍵方式」の考え方を理解すること
を第一の目的する。
また、公開鍵暗号の重要な応用である「ディジタル署
名」についても理
論と実習を通じて理解する。

レポート

4 班 ○プログラマブル・ロジック・
デバイスによるデジタル・シス
テムの設計と試作（担当教員：
木村真也）

本実験では、ディジタル回路の基礎となっているブー
ル代数について解説し、簡単なディジタル回路を設
計・試作して動作確認を行う。
回路の試作はユーザ・プログラマブルなディジタル集
積回路である CPLD（complex programmable logic
device）を使用する。設計手順は、まずシステム仕様
からブール関数を求め、それから回路図エディタを使
用して回路接続データを作成し、ツールを用いて、
CPLD 上の配置配線データに変換する。実験装置上の
CPLD へ配置配線データを設定することで回路の実装
を行い動作させる。

レポート

5 班 ○核磁気共鳴の原理と実習（担
当教員：五十嵐睦夫）

スピン自由度と呼ばれる自由度により、原子核は磁場
との相互作用を行う。この性質は核磁気共鳴（NMR）
と呼ばれる現象を通じて有機物の構造解析などに利用
されている。また、磁場の大きさに応じた空間選択的
な観測ができるため、生体の断層写真を得る方法
（MRI）にも応用されている。本テーマでは簡単な
NMR 信号の観測を通して、磁気共鳴現象への理解を
深めることを目的とする。

レポート
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